






























皆さま、 こんにちは。 本日は 「学校における表記の非日常性」 という




うに、 日本語は漢字、 仮名、 ローマ字など複数の字種を使って表記します。 低学年では仮名の学習を行います。 漢字については、 小学校では1006字の教育漢字を学びます。 ローマ字は3年生で学びます。 また、 常用漢字は中学校で読みを 高等学校で書き 習得しますが、 中学生でも現状ではかなりの常用 を書いて る実態があり 。　
表記につ いては、 長音、 拗音などの特殊音節の書き方や、 句読点、 かぎ

















く、 文字を追いやすくする効果があります。 しかし音読などをさせていくと、 中には、 空いているところをすべて切って読んでいく子どもが出てきます。 私の勤務校は教員養成大学であるため、 大学の授業でもこのような低学年の教科書を持たせ 音読させるので が、 分かち書きがしてあると大 生でも、 読点でないところでどんどん切っていこうとします。 それで、 小学校の授業では 「点は
1拍休むのですよ、 丸は
2拍










61年の方では 「出せい」 や 「先ぞ」 というよう
に交ぜ書きになっ ている語句がありますが、 現行版では らの語句は漢字 振り仮名を付けた形で表記されています。　
表1は 「ちいちゃんのかげおくり」 において表記が異なっ ている部分の
経年変化を表したもので 。 七つの語句の表記が対象となります 、多くの語句は最初に交ぜ書き も がだんだんと振り仮名付きの表記に変わっ ていくという傾向にあります。 近年の学習指導要領では、
文字に関する事項の取り扱いとして、 「当該学年より後の学年に配当されている漢字につ いては振り仮名を付けるなど、 児童の学習負担に配慮しつ つ提示する」 としていて、 かなりの熟語が交ぜ書きをせずに漢字提示されるよう なっ てきました。　
興味深いのは、 い ったん振り仮名付きの熟語になった 「せつめい」 です。
図２ 国語教科書の交ぜ書きと振り仮名
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最初から 「説明」 は振り仮名付きだったのですが、 これが新しい方の版ではすべて平仮名の表記になっ ています。 こ 経緯につ いて教科書会社に問い合わせましたところ、 教科書検定の際に振り仮名付きの語句の割合
に歯止めがかけられるそうで、 教科書全体の語句のバランスを考えて、 振り仮名を付けたり、 交ぜ書きにしたりしているとのことでした。　
思うに、 「出せい」 や 「先
ぞ」 とい った熟語ではなくて、「せつめい」 という比較的平易な語句表記が平仮名になる要因には、 児童が日常的によく耳にし、 一つの単語として認識できている語であるという点が大 いのではないかと推測できます。 このことは、 国語科以外の教科書の漢字表記を見た場合、教科に専門的な用語がより漢字表記 なりやすい傾向があることからも分かります。　
図3と4はそれぞれ理科
と家庭科の教科書の一部です。 現在は小学校の教科書
とはいえ、 漢字が多く提示され、 振り仮名が多用されている現状があります。 ただ、 家庭科の方を見ますと、 「洗濯」 や 「洗剤」 のような日常的に子どもたちがよく知っ ている用語については、 あえて漢字表記をせずに交ぜ書きのままになっ ています。






先ほど 「ちいちゃんのかげおくり」 の経年変化、 表記の変化を見まし
たが、 ここで原典である絵本の表記と教科書の表記を比較してみます。
この 「ちいちゃんのかげおくり」 は1982年に出版され、 1983年に小学校低学年向けの課題図書になった作品です。　
図5は原典である絵本の表記、 図6が教科書の表記なのですが、 教
育漢字は教科書に所収される際に漢字に変更されますので、 原典に比べると教科書では漢字そのものは多く表記されていることが分かります。 また、 漢字以外で決定的にすぐ分かるのが、 長音を表す表記として原典の方では棒引きの長音符号を使っ ているの 対して、 教科書の方には平仮名 長音表記の仕方がとられていることです。 図6の教科書の最後の方の記述に 「すごうい」 とあります。 もちろん図5の原典の方は
図6 国語教科書 図5 原典の絵本
図8 国語教科書 図7 原典の絵本
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「すごーい」 と棒引きを使って伸ばしています。 あとは符号の 「びっくりマーク」 が丸になっ ているという異同があり　
国立国語研究所のサイトに 「少納言」 というコーパ スの言語資料を検
索するエンジンがあります。 そのサイトで 「すごーい」 が一般的にどのように書かれているのか見てみますと、
41例あったもののうち、 「すごーい」
は100％で、 「すごうい」 という表記はありませんでした。 つまり、 日常的に 「すごーい」 と表記する場合は平仮名でもすべて長音の棒引き符号を使っ ていることになります。 このように、 学校の中における表記は、日常の表記実態とはかなり離れたところ あるといえます。　
それから、 もう一つ表記の差として、 句読点の差があります。 図
7と
図
8を比較してみますと、 原典の方では 「その夜。 」 となっていますが、
教科書に変わりますと 「その夜、 ちいちゃんは…」 と、 一つの文章として成立すべきところは句点から読点に変え ます。　
また、 心内語は原典では丸括弧で示してありますけれども、 教科書
の方ではかぎを使っ て示しています。 これは先ほどもお示しし した学習指導要領の指導内容 合致するように変えられて るわけです。 つまり、 子どもたちは日常的に使用されている表記と か 異なる、 窮屈な、 しかしながら標準的な表記を学習し のだと言えます。◆
片仮名の表記
　
今、 長音表記のことを申し上げましたが、 この長音表記にかかわっ て
片仮名語のことで少しお話ししたいことがあります。 片仮名の表記の中では、 伸ばす音はもちろん長音符号を使っ て るわけですが、 小学生には片仮名は、 平仮名を習得した後で教えますので、
1年生の早





連絡帳を書かせます 、 明日の持ち物 ノート、 ボールなどと書く場合が悩ましいことになります。 片仮名で 「ノート」 「 」 と書ければいいのですが、 習ってないわけですから平仮名を使うことになります。 この場合、 長音を表すのに 「う」 か 「お」 か 「長音符号」 かというバリエーションが考えられます。 原則的 は、 平仮名の長音表記に従っ て 「の と」 と「う」 を使って書くのがよいのだと思いますが、 そもそも片仮名語のため、 先ほどの 「すごうい」 と同じようにかなりの違和感が生じます。◆
歴史的事象と数字表記の関係
　
教科書と表記の問題でさらに考えてみたい が 縦書き ・ 横書きと表



















る最も新しい教科書では、 「冠位十二階」 も、 「十七条の憲法」 も図にみられるように漢数字に変えています。 しかも、 この会社だけ、 「十七条」のところに 「じゅうしち」 と振り仮名を付けてもいます。 ほかの会社はこの振り仮名を付けて ませんので、 子どもさんによっ ては 「じゅうななじょう けんぽう」 と読んでいるかもしれません。 どちらでもいいのかも
しれませんが、 普通 「じゅうしちじょう」 と読むのではないかと思います。　
この経緯を当該の教科書会社の方に伺いました。 図
12は旧版教科書















算数などの教科書を見ますと、 熟字訓であるはずの 「ひとり」 の表記
も、 横書きであることが影響しているのだと思いますが、 「1人」 と算用数字を使っ て提示している実態があります。 算用数字を使っ て 「1人」と書くか、 漢数字を使っ て 「一人」 と書くかは、 先ほど紹介した検索エンジン 「少納言」 では、 今現在の表記実態 してはほぼ同 です。 横書きにした場合、 多くの方 「ひとり」 と書くときに算用数字を使っ て書くのではないでしょうか。　
私の大学には縦書きでも算用 字を使っ て 「1人」 と書く学生がた




















「戸外で遊ぶ」 が書けないのです。 「戸外」 はあまり使わないのかなと









今でも忘れていない ですが、 私が中学3年の時に 「接続」 の 「接」 を
間違いだと言われたこ がありました。 「てへんもはねて るし、 こが
34





いますが、 多分、 ご自分たちが受け こられた漢字テストの採点基準が、 脈々と受け継がれて る と思います。　
そして、 例えばこういうところにかなり意識を注いでいる先生もおい
でです。 図





科書会社によっ て字体差がある で、 どうでもい わけです。 常用漢字
の漢字表の前書きをしっかり見てほしいと言いたいのですが、 結構このような細部にこだわっ て採点されるのです。 大人になっ て、 こうい ったところがアバウトで何か文句を言われる事態がありますか。 ありませんよね。 もちろん基礎をきちんとしないといけないということだろうとは思いますが、 私が非常に心配しているのは、 こうい ことで子どもたちが漢字嫌いになっ っ てしまうの

































































































 小学 『社会科６年上』 （平成
23年） 、
　　　




 小学 『社会科６年上』 （平成
17年） 、
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